
緑が丘公園

多久公民館

西渓校西運動場

西渓校西体育館

救護施設しみず園
地域交流センター

栄町公民館

桐岡公民館

西多久公民館
西多久多目的運動広場

西多久社会体育館

平山公民館

山口公民館

谷公民館

疫神社

八久保公民館

藤川内公民館

ため池決壊後  5分

ため池決壊後  5分
ため池決壊後10分

ため池決壊後20分

ため池決壊後20分
ため池決壊後30分

ため池決壊後60分

ため池決壊後  5分
ため池決壊後10分

ため池決壊後20分

ため池決壊後30分
ため池決壊後20分

ため池決壊後30分

ため池決壊後20分

ため池決壊後10分

ため池決壊後60分

ため池決壊後30分
ため池決壊後20分

ため池決壊後10分

ため池決壊後  5分

ため池決壊後  5分

ため池決壊後10分

ため池決壊後30分

ため池決壊後60分

ため池決壊後  5分

ため池決壊後  5分

ため池決壊後  5分

堤　高=  9.00m

堤　高=  7.30m

堤　高=  8.60m

堤　高=  4.30m

堤　高= 16.90m

堤　高= 13.60m

堤　高=  6.39m

堤　高=  7.30m

堤　高= 17.50m

貯水量= 46.6千m3

貯水量=  7.2千m3

貯水量= 12.6千m3

貯水量=  5.6千m3

貯水量=182.0千m3

貯水量= 53.6千m3

貯水量=  4.9千m3

貯水量=  3.2千m3

貯水量= 59.0千m3

新丸田ため池

山ノ神ため池

松葉ため池

上堤ため池

谷口ダム

新五才谷ため池

正明庵ため池

堀田ため池

保四郎ため池

平山ため池
貯水量=  1.0千m3
堤　高=  5.10m

貯水量=  3.5千m3
堤　高=  3.70m

加屋見ため池
脇谷ため池

貯水量=  3.3千m3
堤　高=  5.35m

八方谷ため池

貯水量=  4.0千m3
堤　高=  8.60m

梅川ため池

貯水量=  1.3千m3
堤　高=  3.90m

狸山ため池

貯水量=  9.3千m3
堤　高=  8.45m

ため池決壊後60分

ため池決壊後20分
ため池決壊後10分

ため池決壊後30分

ため池決壊後10分

ため池決壊後20分

ため池決壊後30分

ため池決壊後20分

ため池決壊後10分

ため池決壊後10分

ため池決壊後20分

ため池決壊後30分

ため池決壊後60分

ため池決壊後30分

ため池決壊後60分

ため池決壊後  5分

ため池決壊後10分

0 100 200 300 400 500 600 700 800 900 1000

縮尺 1 / 12000

表示されている範囲外でも、被害が発生する可能性があ

りますので、注意が必要です。

多久市ため池ハザードマップ

　【保存版】

　このマップは、ため池が決壊した場合にどのような被害

となるかを知るために、ため池すべての貯水量が流出す

る状況を想定しています。

　このマップは、浸水の深さを色で示しています。

脇谷、平山、加屋見、八方谷、梅川、
新丸田、狸山、堀田、山ノ神、松葉、

新五才谷、正明庵、上堤、谷口ダム、保四郎

5.0m以上 屋根まで浸水 指定避難所（市指定）

3.0m～5.0m  2階以上が浸水 福祉避難所（市指定）

2.0m～3.0m  1階以上が浸水 指定緊急避難場所（市指定）

1.0m～2.0m 大人の頭まで ●

0.5m～1.0m 大人の腰まで

0.2m～0.5m 床下浸水

0.2m未満 大雨時浸水想定区域

土砂災害警戒区域

避難場所（地元選定）

浸水深の目安 凡　例

避難方向（※４参照）
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わが家の防災メモ （各家庭で記入してください。）

わが家の避難所：

家族の集合場所：

緊急時の連絡先：

家族の名前 生年月日 血液型 電話番号 会社・学校の電話番号

区分 区分

消防署

消防署

警察署

行政

行政

緊急連絡先など　（各自で記入してください）

名前 電話番号 名前 電話番号

多久市（代表） 0952-75-2111

小城警察署多久幹部派出所 0952-75-3141

多久消防署多久南西出張所 0952-97-7119

多久消防署 0952-75-2191

多久市　防災安全課 0952-75-2181

１．震度５強以上（目安）の地震時、または避難指示等が出されたら速やかに避難する。

２．可能ならば、家に留まらずに高台を目指して避難する。

３．まわりの浸水状況に十分注意しながら落ち着いて避難する。

４．高台、施設方向を示したもので、具体的な避難経路については事前に確認する。

５．

６． 注：５．及び６．については、各家庭で記入してください。　

※ 避難時の注意事項　　箇条　（家族で避難時についての決め事などを事前に話しておきましょう。）

「測量法に基づく国土地理院長承認（使用）R 5JHs 293」

谷口ダム・上堤ため池決壊後到達予想時間

保四郎ため池決壊後到達予想時間

山ノ神・松葉ため池決壊後到達予想時間

脇谷・平山・加屋見・八方谷ため池決壊後到達予想時間

梅川ため池決壊後到達予想時間

新丸田・狸山ため池決壊後到達予想時間

堀田ため池決壊後到達予想時間

新五才谷・正明庵ため池決壊後到達予想時間
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